










研究の手本にしたのは、ドイツの碩学 Heinrich LÜDERS によって書かれた２編











































































































































































①　 Saddharmapundarīkasūtra XXII. bhaisajyarājapūrvayogaparivarto nāma 
dvāvimśatitamah 22
『正法華經』藥王菩薩品第二十一 竺法護286年譯 大正藏9. 125a-127a
『妙法蓮華經』藥王菩薩本事品第二十三 鳩摩羅什406年譯 大正藏9. 53a-55a
『添品妙法蓮華經』藥王菩薩本事品第二十二 闍那崛多他601年譯 9. 187c-9c
②　 Dvāvimśatyavadānakathā （Okada, 1993: 187 l.7-189 l.7）［後期アヴァダーナ］






































アヴァダーナ文献の一つである。1882年に発表された Rājendralāla MITRA によ
る簡略な内容紹介（Mitra 1882: 83-37）によって世に知られるところとなったが、
その後も本文献に関する研究は極めて少なく、Léon FEER による Avadānaśataka
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　時代は、過去91劫 Vipaśvin 仏出世時、場所は Bandhumatī。登場人物は、Band-































　以下の表１に、XXII. bhaisajyarājapūrvayogaparivarto nāma dvāvimśatitamah 
22　法華経藥王菩薩本事品第二十三の本文、Dvāv 第18章（パラレル箇所は　　
部分）、Divyāvadāna（以下 Divy）の未公開写本 Tokyo Uni. No. 170中の XII. 
Dīpadānakathā（パラレル箇所は　部分）の一致するところを示す。
　このテクスト比較により、元となったテクストは、もっとも内容が豊富である




































































△ 156 顯立正意抄　 不信心の償いとして行うことの一つ 1275 門下一同
○ 163 可延定業御書 志［＝誠意］を示すことの譬え 1275 富木尼
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⑫　jinadhātustūpapurato me ’valita āśrayah paramabhaktyā |
 pūjā krtā daśabalānām āsi nrpātmajo Vimalatejāh ||
⑬　rgyal bu gzi brjid dri ma med gyur tshe //
 ga yis rgyal bahi rig bsrel mchod rten mdun//
 mchog tu gus pas lus la me btag ste//
 stobs bcu mgah ba rnams la mchod pa byas //
⑭　亦作王子名淨威　於佛塔前自然身 恭敬供養於十力　無上最勝兩足尊
⑮　於佛塔前燃己身　志心恭敬作供養　又昔曾爲無垢王
（ 本稿は令和元年後期勧学院講座（2019年９月９日）での講義録を大幅に修正 ・ 加筆したもの
である。論文としてまとめることをお勧め下さった渡邊寶陽先生に感謝の意を表したい）
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